






































































































































































































































































































第４章 第６節 おわりに 
「斷了條胳膊的人」で、労働者は近代化と産業社会のなかで個別性を奪われ、馴致されて
ゆく。穆時英は心理に焦点を当てることにより、産業社会に対する不調和や違和感、疎外か
ら馴致に至る過程を内面から描写し、近代的な機構が人の内面に及ぼす効果を分析したと
いえる。 
 
結論 
第１節 都市に対する感情 
本論文第１章では、堀口大學の詩の引用を切り口に、穆時英作品の主人公の都市に対する
感情の差異と共通点を析出した。「南北極」『被當作消遣品的男子』ともに、都会的なモダン・
ガールの形象と男性性の危機は共通する要素である。しかし、『被當作消遣品的男子』以降
の作品で、都市と近代に対する感情はモダン・ガールへの嫌悪を媒介とせずに表現される。 
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第２節 先行する文学作品および報道のテクストからの影響 
本論文第１章では穆時英の作品にみられる堀口大學の引用について、第２章では楼適夷の
影響について検討した。これらの作品で、穆時英は先行する文学作品の字句をほぼ形を変え
ずに引用している。 
しかし、穆時英が参照したテクストは文学作品のそれにとどまらない。第２章では「生活
在海上的人們」と六横暴動の報道、第３章では『空閑少佐』と第一次上海事変の報道の類縁
性をそれぞれ示した。 
これらの作品では、近代的軍隊や組織的な革命運動という近代的な装置が、前近代的な土
着の要素と接触することにより、制御できない暴力的な機構へと変化を遂げる。穆時英の筆
は文学的虚構と歴史的事実、報道された虚像と表象による真実の暴露の間を行き来し、近代
化に揺れる時代相を捉えようとする。 
 
第３節 心的現実の表現と人の物象化 
穆時英が報道を利用して執筆した作品は、どちらも同時代の社会的混乱を伝えている。こ
れらに加えて、「斷了條胳膊的人」は、労働者が体制に馴致される悲哀を描く。３作品とも
に、個人と集団や組織の関係が描かれる。テクストが心理の表白を前面に出す一方で、物語
の展開において人の主体性や意志が果たす役割は小さい。主人公を馴致に追い込むのは、工
場や軍隊、革命運動といった近代的な機構である。 
穆時英が描くモダニティの内実は、近代的な機構が人間を没個性化する場である。穆時英
作品で人の「物象化」は、人と機構の関係、人と集団の関係から生じる。心的現実の吐露は
実際の行動や選択として実を結ぶことがなく、内的な馴致をもって物語は終わりを告げる。 
 
第４節 作風の変遷 
創作のごく初期に発表された「咱們的世界」「黑旋風」「南北極」では、文体と題材、題材
の点で共通性が見られる。初期の作品に見られた俗語の使用、モダン・ガールに対する性的
欲望と男性性の危機、近代都市に対する感情の問題は、以降の作品でそれぞれ形を変えなが
ら深められていったといえる。『被當作消遣品的男子』以降の作品では、文体と題材、主題、
方法のあいだに強い相関関係は見いだせない。 
 
第５節 文化的・社会的・政治的背景とモダニティ 
穆時英は中国におけるモダニティの分裂や破綻を作品に描くことで、時代相に対する分析
を試み、独自のモダニズムを試みている。モダニティは成熟を迎えぬまま、前近代的な要素
に呑み込まれ、あるいはそれ自体が個人を呑み込む機構として作用する。 
モダニティが分裂し変容を余儀なくされた時代の、社会的・政治的な危機を表象するため
に、文体的あるいは形式的な異化によって、新たな文学を開拓した穆時英の１９３０－３２
年の試みは、西洋や日本のモダニズムと相通ずるものであるように思われる。 
